
 知ら咲か第８号 平成 26 年 1 月 1 日 

 
 

 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 
 
 

 

 

 

知ら咲か 
（編集発行）白瀬川ブロック＆「知らせましょ・咲かせましょ」事務局・広報(住所)宝塚市逆瀬台 1 丁目３(℡)080-7002-4405 

と
い
う
「
着
実
な
歩
み
」
を
続
け
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

そ
ん
な
わ
け
で
、
今
回
全
世
帯
向
け
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
致
し
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
来
期
以
降
の
｛
知
ら
咲
か
｝

の
「
事
業
活
動
」
に
皆
様
の
ご
意
向
を
反
映

さ
せ
た
い
か
ら
で
す
。 

で
き
る
だ
け
多
く
の
方
々
か
ら
ご
回
答

を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
広
報
紙
で
ご
報

告
い
た
し
ま
す
が
、
3
月
に
「
助
け
合
い

の
輪
」
の
担
い
手
の
皆
様
に
も
ご
参
加
頂

き
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
ご
支
援
の
も
と
で

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
グ
ル
ー
プ
討
議
）
を
開

催
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
を
検
討
・
討
議

し
、
纏
め
た
結
果
を
今
後
の
「
知
ら
せ
ま
し

ょ
・
咲
か
せ
ま
し
ょ
」
の
「
事
業
活
動
の
基

盤
」
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

寒
さ
厳
し
い
折
か
ら
、
お
身
体
を
ご
自
愛
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  
 
 

 
 

白瀬川沿いの８つのマンション住民有志が、全住民の安心・安全に住み続けられるコミュニティ形成を目標に

して、「知らせましょ・咲かせましょ（通称“知ら咲か”）」という団体をつくりました。「知ら咲か」は「知ら

せましょ・咲かせましょ」の広報紙です。（事務局へは℡０８０－７００２－４４０５ 石田まで）
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

 

白
瀬
川
ブ
ロ
ッ
ク
・
助
け
合
い
の
輪
「
知

ら
せ
ま
し
よ
・
咲
か
せ
ま
し
よ
」
の
活
動
が

ス
タ
ー
ト
し
て
早
く
も
8
ヶ
月
、
こ
の
地

域
に
最
後
ま
で
住
み
続
け
ら
れ
る
「
安
全
で

安
心
か
つ
楽
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
創

り
」
を
合
言
葉
に
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
れ
ら
の
活
動
内
容
は
、
ス
タ
ッ
フ
が

頑
張
っ
て
毎
月
発
行
し
て
い
る
広
報
紙
で

お
伝
え
し
て
い
る
と
お
り
で
す
。 

懸
念
し
て
い
た
会
員
募
集
は
、
、
お
蔭
様

で
当
初
目
標
の
百
名
を
ほ
ぼ
達
成
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
し
、
設
立
総
会
も
漸
く

12
月
15
日
に
会
員
・
来
賓
の
皆
様
に
お
越

し
い
た
だ
い
て
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
支
援
に
対
し
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
、
我
々
の
事
業
は
出
来
る
だ

け
皆
様
の
ご
要
望
に
沿
っ
た
形
で
、
無
理
を

せ
ず
、
出
来
る
こ
と
か
ら
か
ら
や
っ
て
い
く 

知
ら
せ
ま
し
ょ
・
咲
か
せ
ま
し
ょ
設
立
総
会 

 

 

事
業
経
過
・
会
則
・
役
員
等
を
承
認
、
会
が
正
式
発
足 

平
成
二
十
六
年
新
年
の
ご
挨
拶 

 

 

知
ら
せ
ま
し
ょ
・
咲
か
せ
ま
し
ょ 

会
長
代
行 

鬼
頭 

勝 

 

12
月
15
日
、
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
集
会
室

で
「
知
ら
せ
ま
し
ょ
・
咲
か
せ
ま
し
ょ
」
の

設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
に
は
正
会
員
二
十
六
名
（
内
委
任
状

十
一
名
）
の
他
、
賛
助
会
員
、
一
般
、
来
賓

の
参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
で
は
来
賓
の
紹
介
、
役
員
紹
介
の
後
、

ご
来
賓
の
ゆ
ず
り
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
村

会
長
か
ら
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

会
則
に
よ
り
司
会
か
ら
議
長
に
会
長
代
行

の
鬼
頭
勝
氏
を
指
名
、
参
加
者
数
確
認
、
会

の
成
立
を
宣
言
し
議
事
に
入
り
ま
し
た
。 

議
案
審
議
で
は
石
田
事
務
局
長
か
ら
第

一
号
議
案
の
今
期
事
業
計
画
案
及
び
こ
れ

迄
の
経
過
報
告
、
第
二
号
議
案
の
今
期
事
業

予
算
案
及
び
こ
れ
迄
の
経
過
報
告
、
鬼
頭
会

長
代
行
よ
り
第
三
号
議
案
の
会
則
案
の
概

略
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

次
い
で
石
田
事
務
局
長
よ
り
第
四
号
議

案
の
今
期
後
半
の
事
業
活
動
案
の
概
略
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

【
後
半
事
業
活
動
案
】 

一
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成 

 

二
、
ア
ン
ケ
ー
ト
全
世
帯
実
施
（
広
報
誌 

新
年
号
） 

三
、
加
古
川
グ
リ
ー
ン
シ
テ
ィ
防
災
会
見 

学
実
施 

四
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
グ
ル
ー
プ
討
議
） 

実
施 

五
、
C

L

C
全
国
大
会
出
場
（
二
月
） 

上
程
さ
れ
た
全
議
案
は
、
審
議
の
結
果
そ

れ
ぞ
れ
満
場
一
致
で
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し

た
。 

  

総
会
後
に
は
参
加
者
に
よ
る
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
、
ご
来
賓
、
一
般
の
方
々
、
会
員

の
親
睦
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

白
瀬
川
両
岸
集
合
住
宅
協
議
会
の
千
秋

会
長
の
乾
杯
ご
発
声
に
よ
り
開
始
、
参
加
者

同
士
親
し
く
歓
談
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
現
状
と

未
来
、
「
知
ら
咲
か
」
の
あ
り
方
、
一
人
一

人
の
出
来
る
こ
と
、
地
域
か
ら
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
語
ら
れ
ま
し
た
。 

 

ご
来
賓
の
皆
様
か
ら
も
貴
重
な
ご
提
案
、

ア
ド
バ
イ
ス
も
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

一
堂
に
会
し
て
の
交
流
が
は
じ
め
て
と

あ
り
所
定
の
時
間
で
は
話
し
た
り
な
い
程

の
盛
り
上
が
り
で
し
た
。 

 

会
は
福
島
顧
問
の
中
締
め
で
知
ら
咲
か

の
発
展
を
祈
念
し
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

【
二
、
三
面
に
関
連
記
事
】 
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知らせましょ・咲かせましょ設立総会記録 

司会の石谷副会長   来賓のゆずりはコミュ   総会議長        議案説明をする 

           ニティ中村会長ご挨拶   鬼頭会長代行      石田事務局長 

       
総会会場全景           総会に引き続き懇親会 

    
「白瀬川ブロック」や「知ら咲か」への思いを語り合う懇親会の各テーブル   福島顧問の中締め 

    

「知らせましょ・咲かせましょ」設立までの沿革と発足後の活動記録 

年 H20  H22   H22    H23    H24     H24    H24/3  H24/11  H25/2 
 
活

動

内

容 

                                            
 
 
 
 
 

年 H25/3  H25/4  H25/5   H25/6  H25/7 H25/8  H25/9  H25/10  H25/11  H25/12 
 
活

動

内

容 

              
                                    
                                            
                  
 
 

懇親会の乾杯ご発声 
白瀬川ブロック千秋会長 

 

白
瀬
川
両
岸
集
合
住
宅

協
議
会
発
足 

す
ま
い
の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施 

協
議
会
で
緊
急
対
応
ノ

ー
ト
発
行
（
福
祉
医
療
機
構
社

会
福
祉
振
興
助
成
事
業
） 

協
議
会
で
「
助
け
合
い

の
輪
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
開
催
（
全
３
回
） 

協
議
会
で
「
助
け
合
い

の
輪
見
守
り
学
習
会
」

開
催
（
全
３
回
） 

各
マ
ン
シ
ョ
ン
「
助
け

合
い
の
輪
」
活
動
開
始 

協
議
会
で
「
助
け
合
い

の
輪
連
絡
会
議
」
実
施

と
同
事
務
局
発
足 

安
心
生
活
創
造
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
発
表 

緊
急
対
応
ノ
ー
ト
作
成

P
T
で
検
討
企
画 

N

P

O
法
人
化
検
討

開
始 

赤
い
羽
根
共
同
募
金
公

募
配
分
応
募 

「
知
ら
咲
か
」
暫
定
発

足 社
会
福
祉
振
興
助
成
金

申
請
書
作
成
時
に
「
知

ら
咲
か
」
あ
り
方
検
討 

広
報
紙
「
知
ら
咲
か
」

創
刊
（
毎
月
発
行
） 

衆
院
選
挙
投
票
所
来
場

車
両
誘
導
整
理 

災
害
学
習
会(

加
古
川
グ

リ
ー
ン
シ
テ
ィ
防
災
会
事
例
） 

要
望
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施 

夏
祭
り
で
ブ
ー
ス
出
店 

「
知
ら
咲
か
」
会
員
募
集

開
始 

家
具
転
倒
防
止
器
具
設

置
・
大
型
ゴ
ミ
回
収
方

法
検
討 

家
具
転
倒
防
止
器
具
設

置
実
施 

大
型
ゴ
ミ
回
収
実
施 

「
知
ら
咲
か
」
設
立
総

会
開
催
・
正
式
発
足 

「
見
守
り
学
習
会
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
編
」
開
催 
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「
知
ら
咲
か
」
新
役
員
紹
介 

設
立
総
会
で
新
た
に
二
名
の
方
が
役
員
に
加
わ
り
ま
し

た
の
で
紹
介
致
し
ま
す
。 

 

顧
問 

福
島
啓
介 

 

昭
和
十
三
年
三
月
十
三
日
生
、
昭
和
三
十
五
年
関
西
学

院
大
学
商
学
部
卒
。 

 

中
学
、
高
校
、
大
学
と
長
年
卓
球
を
経
験
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
関
学
時
代
は
卓
球
部
に
所
属
し
、
数
多
く

の
近
畿
、
西
日
本
、
全
日
本
の
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
は
、
趣
味
に
専
ら
ゴ
ル
フ
に

没
頭
し
、
宝
塚
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
、
鳴
尾
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

で
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
現
在
は
鳴
尾

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。 

２
０
０
１
年
に
池
田
市
か
ら
逆
瀬
川
マ
ン
シ
ョ
ン
に

や
っ
て
き
ま
し
た
。
何
分
マ
ン
シ
ョ
ン
住
ま
い
は
初
め

て
だ
っ
た
の
で
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
皆
様
方
に
助
け
ら

れ
あ
っ
と
い
う
間
に
十
二
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
逆
瀬
川

マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
管
理
組
合
の
理
事
会
、
自
治
会
を
経

験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
浅
学
非
才
に
加
え
加
齢

に
よ
り
思
考
能
力
も
衰
え
皆
様
方
の
お
役
に
な
る
か
ど

う
か
自
信
が
持
て
ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

  

事
務
局 

尾
川
三
代
子 

皆
様
、
今
日
は
。
逆
瀬
川
マ
ン
シ
ョ
ン
の
尾
川
三
代

子
で
す
。 

私
は
、
四
十
歳
か
ら
仕
事
を
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て

五
年
前
に
退
職
し
て
今
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

女
性
が
仕
事
に
人
生
を
懸
け
る
こ
と
は
、
主
人
の
理

解
が
な
け
れ
ば
出
来
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
か

げ
様
で
こ
ん
な
私
で
も
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
通
し
て
、

や
れ
ば
出
来
る
と
い
う
こ
と
を
学
ば
せ
て
頂
き
ま
し

た
。 本

当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
白
瀬
川
ブ
ロ
ッ
ク
の
八
つ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が

一
緒
に
な
っ
て
助
け
合
い
の
輪
を
広
げ
て
行
き
た
い
と

い
う
目
的
で
「
知
ら
せ
ま
し
ょ
・
咲
か
せ
ま
し
ょ
」
を

立
ち
上
げ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
仕
事
を
通
じ
て
仲
間
作

り
を
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
通
し
て
地
域
の
仲
間
作
り
を
さ
せ
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
っ
て
も
そ
れ
に
参

画
す
る
に
は
、
ま
ず
自
分
が
健
康
で
あ
る
事
、
そ
し
て

自
分
以
外
の
人
達
の
為
に
自
分
の
時
間
を
使
え
る
こ

と
、
そ
れ
も
喜
ん
で
や
れ
る
こ
と
。
い
ざ
と
い
う
時
に

困
ら
な
い
よ
う
に
、
又
、
お
互
い
が
助
け
合
え
る
様
な

や
さ
し
い
環
境
作
り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
女
性
と
し
て
の
考
え
方
も
あ
り
ま
す
。
女

性
で
な
け
れ
ば
出
来
な
い
事
も
沢
山
あ
る
と
思
い
ま

す
。
大
き
な
事
で
な
く
と
も
小
さ
な
事
を
見
逃
さ
ず
、

そ
れ
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。 

人
は
誰
で
も
や
さ
し
い
気
持
ち
を
持
っ
て
い
ま
す
、

人
に
や
さ
し
く
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ

り
ま
す
。
又
、「
知
ら
咲
か
」
を
と
お
し
て
私
自
身
も
成

長
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。
未
熟
者
で
す
が
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

私
の
座
右
の
銘
は
「
一
所
懸
命
」
で
す
。 

  

今
期
の
大
き
な
事
業
の
一
つ
と
し
て
広
報
「
知
ら
咲
か
」

八
月
号
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
回
収
希
望
を
募
り
、
集
計
と

実
施
方
法
を
検
討
し
て
い
ま
し
た
大
型
ゴ
ミ
回
収
は
十
二

月
二
日
（
月
）
に
実
施
し
ま
し
た
。 

今
回
は
、
近
年
回
収
実
績
の
な
い
五
マ
ン
シ
ョ
ン
を
中

心
に
し
た
総
数
二
十
二
世
帯
が
希
望
さ
れ
、
知
ら
咲
か
役

員
が
分
担
し
て
、
実
施
当
日
ま
で
に
各
戸
巡
回
と
現
物
確

認
に
よ
り
費
用
見
積
も
り
、
細
か
い
実
施
時
間
調
整
を
行

い
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。 

当
日
は
朝
九
時
に
回
収
の
担
い
手
の
方
が
集
合
、
早
速
、

回
収
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
担
当
者
と
連
絡
を
取
り
あ
い
な
が
ら

各
マ
ン
シ
ョ
ン
ご
と
に
作
業
を
進
め
ま
し
た
。 

回
収
品
目
に
は
、
大
型
の
箪
笥
や
ソ
フ
ァ
、
重
量
物
な

ど
も
あ
り
、「
個
人
で
は
で
き
な
い
作
業
」
と
し
て
ご
依
頼

に
な
っ
た
方
々
か
ら
の
多
く
の
感
謝
の
言
葉
も
あ
り
、
担

い
手
の
方
々
に
も
励
み
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。 

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
持
ち
込
み
は
、
軽
ト
ラ
ッ
ク

三
台
で
午
前
中
一
回
、
午
後
一
回
の
搬
入
で
、
無
事
終
了

し
ま
し
た
。 

次
回
実
施
ま
で
に
は
担
い
手
の 

方
の
増
員
が
課
題
と
し
て
あ
げ
ら 

れ
ま
す
。 

 

是
非
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

 

十
二
月
二
日
に 

大
型
ゴ
ミ
回
収
実
施
し
ま
し
た 
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白瀬川沿い８マンションにお住まいの皆様 

知らせましょ・咲かせましょ 

{知ら咲か} 

 

知らせましょ・咲かせましょ｛知ら咲か｝の 

今後の活動等についてのアンケートにご協力をお願いします 
（当紙綴じ込みのアンケート用紙にご記入ください） 

 

寒い日が続きますが、みなさまいかがお過ごしでしょうか。平素は、知 

らせましょ・咲かせましょ（以下{知ら咲か}）の活動へのご理解ご協力を 

賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、{知ら咲か}では白瀬川ブロックに 

お住まいの皆様が、最期まで住み続けられ 

る、安全で安心な楽しいまちを目指して、 

右のような様々な活動に取り組んでまい 

りました。 

このたび、この地域にお住まいの皆様が、今後どんな活動を必要としている 

のか、また災害時等に備えた活動を行っていくのか検討したくアンケートを実 

施いたします。 

皆様ご多用中かとは存じますが、是非ご協力をお願いいたします。 

 

 
 
 
 
   

 
 
 
 

           

調査協力お願い 

【活動の一例】 

○粗大ゴミ搬出のお手伝い（22 件）、

家具転倒防止器具の設置（5 件） 

○広報誌｢知ら咲か｣の毎月発行 

（全戸配布） 

○白瀬川両岸集合住宅協議会（白瀬

川ブロック）と協働して選挙投票

所の車の誘導等（投票率アップに

つながりました） 

【アンケートの回収方法について】 

 １月１５日（水）までに アンケート用紙を下記の方法で回収します。 

・逆瀬川マンション、パーク・マンション、グリーンハイツ 

アヴェルデ、シャンティー、阪急逆瀬台マンション 

・逆瀬台住宅・・・集会室のポストへ 

・西山住宅・・・・２－２０１安木さん宅の郵便ポスト 

管理人室前のポストへ 
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マーガレット・サッチャー 鉄の女の涙 
 

世界を変えたのは、妻であり、母であり、ひとりの女性だった。 
英国史上初の女性首相の栄光と挫折、そして最愛の夫との感動の物語。 

第 85 回アカデミー賞 3 部門賞受賞！  第 70 回ゴールデングローブ最多部門賞受賞！ 

メリル・ストリープが演じるイギリス初の女性首相として強力なリーダーシップを発揮したマーガ 
レット・サッチャーの人間ドラマ。1979 年の就任以来、強気の姿勢でイギリスを導いて“鉄の女”と称 
されたサッチャーの誰もが知る姿と、その裏に隠された孤独な一面を繊細に描き出す。監督は、『マン 
マ・ミーア！』でメリルと組んだフィリダ・ロイド。サッチャーの夫を、『アイリス』や『ハリー・ポ 
ッター』シリーズのジム・ブロードベントが演じる。ハリウッドを代表する演技派女優、メリルの渾 
身（こんしん）の演技が見どころ。 

■上映日時 １月１２日（日）13 時より ■会場 逆瀬台マンション  

 
 
 

 

赤い実の縁起もの「南天やマンリョウ」  
 
よく富士山や鶴、亀など演技がよいとされる「縁起物」が 

ありますが、植物の中でも「縁起物」があるようです。 
 お正月にはこのような縁起の良い植物を飾りに使ったり生 
けたりします。松や竹の緑、赤い実をつける植物が多く使わ 
れます。 
 
 赤い実をつける植物の代表的なのが南天、マンリョウ、セン 
リョウといったところでしょうか。この時期に草木が枯れ、咲 
く花が少ないため赤い実はとても貴重で縁起の良いものだと思 
われたのでしょうか。南天は「難を転ずる」として家やお寺の 
鬼門の方角に植えられたりもします。マンリョウはお金の名前 
がついた縁起木でもあります。 
  
 この赤い実、白瀬川ブロックでも散歩中に目にすることが 
多いのでないでしょうか。（写真はアヴェルデ遊歩道で） 

季節のトピックス 

1 月のシネマシアター 
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投稿随筆 

これはあるマンションの管理人さんが住民の皆さんとの歩みの中で書かれた興味深い随筆です。 
  
                 

                            
 
 
 
                                           

 

 

 

 

 

                                            

                                                                

 

                                            

         
 

 
 
 
 
 
 
 

 

【管理人徒然草】「 掃 除 」 

 

「さっきはいたばっかりやのに もう一杯散らかって！」  

春、秋の落ち葉の時期。それだけ樹木があり、緑に恵まれて 

いる･･･というわけですから、むしろ喜んで落ち葉掃きに精 

を出すことになるわけでしょうね。        

 

「店先に落ちて汚いなあ～！ なんとかならんだろうか？」 初夏 庇の裏に数箇所燕が 

巣を創ります。運んでくる泥を落としたり、雛がかえると頻繁に糞を落とします。丁度 

お客様の通り道、お店の入り口を汚すのです。そして時には卵 

や雛を狙って鳥が襲うので泥土や落ちて割れた卵が飛び散ります。 

お店のご主人に「燕が巣作りに来ないようにしたほうが良い 

のでは･･･」と話したところ、掃除してくれるあなた方には気 

の毒に思うが、燕が飛んできて巣を作るマンション･････なん 

て素敵だと思いませんか？そんな自然の残る環境の良いところ 

･･･との印象を持ってくれるのではないでしょうか」また「燕の餌となる昆虫も沢山いて、 

それぞれ一生懸命に生きている･･･、そんなことにも関心を寄せ、私達も少しは我慢しよう 

･･･なんて心のゆとりが欲しいものですね」とおっしゃられました。 廊下灯に集まる虫と 

それを狙って網を張る蜘蛛の巣の掃除に一苦労･･･と掃除のオバ 

チャンのボヤキもありましたね。 

こんな優しい、こんな考え方のできる方がおられる…！  

目から鱗の落ちる思いでした。 

 

そうなんですよね！私達の役目は「快適な生活のお手伝いをすること」 なんですよね。 

自然の森をより多く満喫しようと思えば、我慢しなければならないことも多くなる…‥ 

わけで･･･掃除に精を出し環境を護るために尽くすことは皆さんのお役に立つことになる 

のですよね。 

 

煙草の吸い殻や空缶など人の捨てるゴミを掃除するのは当然ですが、その元を断つこと 

を講じることも大切なことです。しかし、 環境を護る（整える）ための自然（人工でも 

あるわけですが）から発生するゴミはせっせと掃除するしかないのです。 

 

こんな思いを根底に、鳥や虫達の営み、落ち葉にきせつのうつろいを感じながらほうき 

を握れば、掃除も楽しいもの、皆さんのお手伝いができる大切な仕事…と感じる昨今です。 

 

（水兵子 記） 
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サロン、教室のご紹介⑧ 

阪急逆瀬台マンション『ブロッコリー』 
  

ふれあい喫茶「ブロッコリー」が設立されて、昨年 5月には 10周年を迎えることが出来ました。 

 2003 年設立にあたっては、ある方が、同じマンションのボランティアで仲間だった人から、出会っ 

ても、顔も名前もよくわからないし、高齢になり心細いので、お茶会でもしてはどうですかといわれ、 

数人で集会室に集まって始まったのが、もう１０年。 

 

 高齢化に向けて引き篭もりをなくし、 コミュニケーションを図る為、広く交流の場を設け、顔の 

見える繋がりを大切に助け合いの輪を広げていくことを目的に立ち上げ、月 1回でいいからやってい 

こうとなりました。 代表者にはコミュニティの役員をしておられた方ににお願いして、会の名前も 

“ふれあい喫茶「ブロッコリーの会」”と決めました。 

  

 運営は参加者全員で、当番制（2ヶ月交代幹事）にして、参加意識を高めています。 

10年も続けますと多くの方と顔なじみになり、助け合いの輪の広がりを感じています。 

現在、白瀬川ブロックで取り組まれています助け合いの輪の先駆けではないかと。 

 

ブロッコリーの会は毎月第１水曜日（8月はお休み）の 13:00～15:00 に当マンション集会所で開い 

ています。飲み物とお菓子がついて、月会費 100円、参加時に 200円（茶菓代）です。 

1年に 2回ほど食事会をしたりします。 

 昨年は 10 周年記念を 5月に六甲保養荘で、12月（クリス 

マス会）には、16名が参加して、ケーキ＆サンドウイッチと 

色々なゲームで楽しみました。 

 新年もみんな元気で迎えたいと誓い合ったところです。 

 

 今後も楽しい会にしたいと思います。皆様の参加を 

お待ちしております。      （阪尻） 

     

逆瀬川マンション「リバーサイドサロン」 
 最近、自由に語り合えるサロンを開いた逆瀬川マンション。会場の集会室に 

おつまみを持ち寄りドリンクを軽く口にしながらフランクな意見交換をできる 

のが特徴です。腹を割って語り合うことで急速に繋がりが深まり顔見知りにも 

なれます。特に男性陣の家庭内引きこもり現象の解消にもなるとの声も聞かれ 

ます。当サロンは逆瀬川マンションの方だけでなく、近隣他マンションからの 

参加も歓迎しています。是非一度、お立ち寄りください。 

開催日；１月３１日（金）ＰＭ６～８時 

会 場；逆瀬川マンション集会室 

条 件；会費５００円と１品持参 
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１月 JANUARY  各マンション サロン・教室 予定表 

 日              月 火 水 木 金 土 

（ア）アヴェルデ （西）宝塚西山住宅   (グ）グリーンハイツ  

（パ）パークマンション（シ）シャンティ   (台）阪急逆瀬台マンション  

（住）逆瀬台住宅   （川）逆瀬川マンション 

１ ２ ３ ４ 

   ●民謡教室

（住） 

５ ６  ７ ８ ９ 10 11 

●裏山ハイキ

ング（グ） 

●白瀬川絵画

サークル

（台） 

●カラオケ教室（川） 

●シニアピンポンクラブ

（台） 

●すこや

かサロ

ン（川） 

●お元気講座（グ） 

●遊湯会（グ） 

●遊楽里西山（西） 

●ピンポンクラブ（川） 

●のびのび体操教室（台） 

●午後のふれあ

いサロン ひ

まわり（パ） 

●シニアピンポ

ンクラブ（台） 

●カラオケクラ

ブ（川）●ふれ

あいサロンア

ヴェルデ（ア） 

 

●ピンポンク

ラブ（川） 

 

12 13 14 15 16 17 18 

●裏山ハイキ

ング（グ） 

●シネマシア

ター（台） 

●おしゃべりサロン（グ） 

●カラオケ教室（川） 

●シニアピンポンクラブ

（台） 

●すこや

かサロ

ン（川） 

●ふれあい喫茶ブロッコ

リー（台） 

●ピンポンクラブ（川） 

 

●シニアピンポ

ンクラブ（台） 

 

●カラオケクラ

ブ（川） 

 

●ピンポンク

ラブ（川） 

●民謡教室

（住） 

19 20 21 22 23 24 25 

●裏山ハイキ

ング（グ） 

●カラオケ教室（川） 

●シニアピンポンクラブ

（台） 

●すこや

かサロ

ン（川） 

●ピンポンクラブ（川） 

●のびのび体操教室（台） 

●シニアピンポ

ンクラブ（台） 

 

●カラオケクラ

ブ（川） 

●ピンポンク

ラブ（川） 

●なごみサロ

ン（住） 

26 27 28 29 30 31  

●裏山ハイキ

ング（グ） 

 

●おしゃべりサロン（グ） 

●カラオケ教室（川） 

●シニアピンポンクラブ

（台） 

●すこや

かサロン

（川） 

●ピンポンクラブ（川） 

 

●シャンティサ

ロン（シ） 

●シニアピンポ

ンクラブ（台） 

●カラオケクラ

ブ（川） 

 

＊各マンション行事、催事ご担当の皆さんへ  「次月日程の変更、お知らせなどがありましたらご連絡ください。 

ご連絡は逆瀬台マンション５０７号花房のポストへ。」 

 
                                                  
 
 
 
 
  
 
 

【
編
集
後
記
】 

設
立
総
会
を
無
事
開
催
で
き
ま
し
た
。
三 

十
六
名
と
多
く
の
皆
々
様
に
ご
臨
席
い
た
だ 

き
誌
上
を
お
借
り
し
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し 

上
げ
ま
す
。 

ゆ
ず
り
葉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
の
中
村
会
長
か 

ら
期
待
と
励
ま
し
の
ご
祝
辞
を
賜
り
、
懇
親 

会
に
は
飛
び
入
り
の
方
も
あ
り
白
瀬
川
ブ
ロ 

ッ
ク
千
秋
会
長
の
乾
杯
音
頭
で
時
間
を
忘
れ 

て
楽
し
く
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

料
理
・
飲
み
物
は
開
店
祝
い
に
フ
ァ
ミ
リ 

ー
マ
ー
ト
の
寿
司
・
お
で
ん
等
を
依
頼
し
ま 

し
た
が
期
待
以
上
の
美
味
し
さ
で
皆
様
も
満 

足
の
様
子
で
し
た
。 

「
知
ら
咲
か
」
は
４
月
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
夢 

中
の
期
間
で
し
た
が
、
家
具
転
倒
防
止
器
具 

設
置
・
大
型
ご
み
廃
棄
と
も
無
事
終
わ
り
ま 

し
た
。
会
員
募
集
で
は
多
く
の
皆
様
に
ご
応 

募
賜
り
、
役
員
一
同
ご
付
託
に
沿
う
べ
く
改
め 

て
気
持
ち
を
引
き
締
め
て
い
ま
す
。 

今
回
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
皆
様
の
ご
意
見
・ 

ご
要
望
を
で
き
る
こ
と
か
ら
着
実
に
今
後
の 

活
動
で
実
施
す
る
所
存
で
す
。
ど
う
か
些
細 

な
ご
意
見
で
も
ご
遠
慮
な
く
お
寄
せ
く
だ
さ 

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
Ｉ
）  

      

         


